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課長

抗菌仕様の台紙の他にも以下の台紙をお選びいただけます。

両面モノクロ

2,300
3,100
3,900

枚数

100
200
300

両面カラー

3,300
4,300
5,300

抗菌仕様

+200
+200
+200

印刷価格表【税別】

名刺専用紙でやや艶のある白い用紙です。
現在最も多くの方が使用されています。
名刺専用紙でクリーム色で、落ち着いた
雰囲気のある用紙です。

定番 ロイヤル

定番 グレイス

※デザイン等により価格が変動することがあります。別途御見積差し上げます。
※配達が出来ない地域への発送費用は別途加算させていただきます。

小泉八雲（1850-1904）
本名ラフカディオ・ハーン（Lafcadio Hearn）
ギリシア生れ。父親はアイルランド出身のイギリス陸軍軍医。イギリスとフラン
スで教育を受け、1869年に渡米し、新聞記者として活躍した。1890年ハー
パー誌特派員として来日。島根県尋常中学校の英語教師に転じ、小泉セツ
と結婚。熊本の五高に転任後、神戸に移り執筆に専心する。1896年日本に
帰化し、小泉八雲と改名する。その後、東京帝国大学、早稲田大学の講師
として英文学を教え、精力的に日本を紹介した。

あなたの名刺で
小泉八雲とセツが

出会ったまち 松江 の
魅力をPRしませんか？

ろくろ首
　今から五百年ほど前、九州の菊池家の家臣に、磯貝平太左衛門武連とい
う侍がいました。磯貝は菊池家の没落により出家し、回龍という法名を得
て、諸国を行脚する僧になりました。
　初めての長旅に出た時、甲斐の国の山中で野宿をしていると、通りかかっ
た樵が、この辺りはものの怪が出没するので危険だから、わが家へどうぞ
と勧めるのでその申し出を受けることにしました。
　小屋には樵の他に四人の男女がいました。部屋に案内さ
れた回龍は、夜更けまでお経をあげていました。夜遅く家
主の部屋に入っていくと、横になっている五人に首がない
のです。これを見た回龍は、これは、ろくろ首の住処にお
びき寄せられたに違いないと悟ります。

参考図書：小泉八雲の怪談づくし（八雲会）

小泉八雲作品ちょっと紹介

『怪談』（1904 年）

原話『怪物輿論』巻之四「轆轤首悕念却報福話」むじな
　東京・赤坂通りに紀伊国坂という坂があります。この坂の片側に
は、とても深くて広い堀があり、草の生い茂った高い土手がありま
した。通りの反対側には、御所の塀が遠くまで続いており、この界
隈は、日が暮れると大変寂しいところでした。日没後、旅人などは
紀伊国坂を避けて、遠回りをしたものです。
　それはみな、このあたりによく出るむじなのためでした。
　このむじなを最後に見たのは、京橋のある年老いた
商人です。
ある晩遅くに、紀伊国坂を上っていくと堀端に女が
一人うずくまって、はげしく泣いていました。心配に
なり老人が声をかけると、女はゆっくりとからだを起
こして袖をおろし、手で一撫ですると、その顔
には、目も、鼻も、口もありませんでした。

小泉八雲作品ちょっと紹介

参考図書：小泉八雲の怪談づくし（八雲会）

『怪談』（1904 年）

原典『百物語』第三十三席　御山苔松

参考図書：小泉八雲の怪談づくし（八雲会）

雪女
　武蔵の国の樵、茂作と巳之吉は、ある日山からの帰りに吹雪に遭い、大
きな川の渡し場にある小屋で一晩過ごすことにしました。
　夜中に巳之吉が目を覚ますと、小屋の中には、雪明りに照らされて白い
着物を着た女がいるのが見えました。女は茂作の上にかがみこんで、真っ
白い煙のような息を吹きかけていました。その女の目は恐ろ
しいけれど、たいそう美しい。女は巳之吉に向かって「お前
はまだ若い。憐れになったので、今度は助けてあげよう。し
かし今夜見たことをしゃべったら命はないと思うがよい」と
言うと、小屋から出ていきました。茂作は、冷たくなって死
んでいました。
　翌年の冬のある夕方、巳之吉は、背が高く、ほっそりした
美しい娘に会いました。娘の名はお雪といい、江戸へ向かう
途中だと言います。巳之吉は、しばらく家で休んでいったら
どうかと誘い、母と暮らす家へ連れて帰りました。

小泉八雲作品ちょっと紹介

『怪談』（1904 年）

参考図書：小泉八雲の怪談づくし（八雲会）

耳なし芳一の話
　赤間が関の阿弥陀寺に、芳一という盲目の琵琶法師がおりました。
　ある夏の夜、芳一は縁側で琵琶を弾きながら、ひとり、檀家の法事に出
かけた和尚の帰りを待っていました。真夜中過ぎに、芳一は誰かの足音が
近づき、自分の前でピタリと止まるのを感じました。そして、太くて低い
声で芳一の名前を呼びました。
「芳一！何も怖がることはない。琵琶をもって拙者と一緒に参るがよい」
　芳一は、大きな館に連れて行かれました。どこかの高貴
なお方の館に違いないと思いましたが、自分がどこに連れ
てこられたのか、見当もつきません。大きな広間につれて
いかれると、芳一は老女とおぼしき声に、壇之浦合戦の一
説を語るように命じられたのです。聞く人は皆、いっせい
に嘆き大きな声で泣き叫びました。その翌日も翌々日も。

参考図書：小泉八雲の怪談づくし（八雲会）

小泉八雲作品ちょっと紹介

『怪談』（1904 年）

原典『臥遊奇談』巻之二「琵琶秘曲泣幽霊」
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ご好評につきオモテ面に
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怪談張り子イラストバージョン

NEW



□ FAX校正　　　　□ メール校正

□ 直接お届け　　　□ 発　送

ご
注
文
内
容

名
刺
記
載
原
稿
欄

ご住所：

電　話：

E-mail：

　FAX専用申込書
◀QRコードからもお申込み可能です

備　　考：

校正方法：

納品方法：

会社名・所属名：

F A X：

携　帯：

〒

ご氏名：

ふりがな：ローマ字

肩書き：

刷り色：

怪談張り子デザイン希望：

用　紙：

ご注文枚数：

書　体：

□ 両面モノクロ　　　　　　　□ 両面カラー　　　　　　

□ ろくろ首　　□ 耳なし芳一
※こちらにチェックが無い場合
　通常デザインとなります

□ 抗菌ナチュラル □ 定番 ロイヤル（白）　　　　□ 定番 グレイス（クリーム）　

枚

□ 楷書体　　　　□ 明朝体　　　　□ ゴシック体　　　　□ 丸ゴシック体

FAX番号 0852-36-7667

申込月日：　　　　　月　　　　日必要事項に☑及びご記入ください

※お支払い方法：集金、銀行振込（お客様手数料負担）または
　郵便振替となります。
※旧松江市以外は発送 (実費 ) となります

〒　　　　　-

ご連絡先

そ
の
他

※裏面デザインの書体は変更できません

※100枚（1箱）単位でのご注文となります

ご氏名：

お届け先が名刺記載の氏名、住所と異なる場合はご記入ください。

ラフカディオ・ハーン

小泉八雲

怪談名刺
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